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1.はじめに 

 近年，土木構造物の更新費や維持管理費が増大し，建設費と維持管理費を含めたライフサイクルコストの

ミニマム化の必要性が高まっている．そのため，土木構造物の長寿命化が求められ，予防保全や事後保全に

よるライフサイクルコストの低減を図っている．コンクリート構造物では，建設後の劣化因子のコンクリー

ト中への侵入が構造物の耐久性に大きな影響を及ぼすため，建設時に劣化因子の侵入抑制のための様々な工

夫を取り入れている．例えば，コンクリート構造物へ表面保護工を適用することで，塩害の要因となる塩化

物イオンのコンクリート中への浸透を防ぎ，コンクリート構造物が長寿命化することが知られている. 

このような背景の中，著者らはコンクリートの型枠脱型直後から塗布可能な含浸剤を開発した 1)．この含

浸剤は，シラン・ふっ素複合系含浸剤（以下，複合含浸剤）であり，脱型直後の養生効果の持続や優れた遮

塩性を有する特長を持ち，コンクリートの長期耐久性を向上させることが期待できる．本報では，開発した

複合含浸剤の実工事における施工性について報告する． 

 

2.シラン・ふっ素複合系含浸剤の概要 

 複合含浸剤は，2 種類の含浸剤から構成されている．1 層目は，シラ

ン・シロキサン系含浸剤であり，コンクリート表層を疎水性へ改質す

ることで，水分や塩化物イオンの浸透を抑制する．2 層目は，シリコ

ーン変性ふっ素樹脂系含浸剤であり，コンクリート表層に高い撥水性

を有する被膜を形成することで，劣化因子の侵入抑制，耐久性向上の

効果を有する． 

複合含浸剤は，コンクリート表面に塗布することにより，水分の逸

散防止，中性化の抑制，ASR の抑制，および遮塩性を有している．こ

の中でも特に遮塩性に優れ，図-1 に示す EPMA 法による元素分析で

は，塩化物イオンの浸透に対して高い抑制効果を持つことが，既往の

研究 1)により明らかにされている．また，この時の未塗布の塩化物イ

オンの見掛けの拡散係数は，4.96 cm2/y であり，複合含浸剤塗布の場合

は，0.09 cm2/y となり，長期耐久性の向上を図ることが期待できる．さ

らに型枠脱型直後に塗布することにより，若材齢時の水分蒸発を抑制

し，水和反応の進展を促す養生効果も期待できる． 

 

3.実工事における施工 

開発した複合含浸剤を凍結防止剤が散布される福井県内の自動車専用道路の橋梁工事に適用した．図‐2 に

橋梁の概要を示す．橋長 193 m，幅員 9.9～12.2 m の鋼 5 径間連続少数鈑桁橋である．図‐2 に示すような鋼橋

の工事では，主なコンクリート工として，床版，壁高欄，巻き立てコンクリートが挙げられる．今回は，腐食

環境が厳しくなる桁端部の巻き立てコンクリートの予防保全として，橋梁端部の巻き立てコンクリートの表

面保護工として施工した．本工事における表面保護工としての施工面積は 64 m2であり，巻き立てコンクリー

 
図-1 塩水浸漬後の Cl 濃度画像 

未塗布

複合含浸剤

V-734 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-734 -



トに使用したコンクリートの呼び

名は，24-12-25N の普通コンクリー

トあった．巻き立てコンクリートの

配合を表-1 に示す．水セメント比

は 55％であり，粗骨材は川砂利，細

骨材は川砂と山砂の混合砂（混合比

80:20）を使用した． 

複合含浸剤の施工は，一般的な含浸剤の施工方法と同様に，

1 層目，2 層目ともに刷毛，ローラーを使用する．複合含浸剤

の塗布量は，1 層目が 140 g/m2，2 層目が 80 g/m2であり，型

枠脱型直後より塗布が可能である．なお，1 層目と 2 層目の

施工間隔は，1～7 日である．また，塗布作業は，外気温 5～

40℃，湿度 85%RH 以下の環境で行う． 

現場施工時の状況を図-3，図-4 に示す．今回の複合含浸剤

は，遮塩性の付加を目的としたため，型枠脱型直後ではなく，

材齢 138 日で塗布を行った．複合含浸剤の施工は 1 層目と 2

層目を共に，一般部はローラー，狭隘部は刷毛を用いて行っ

た．塗布時の環境は，1 層目は気温 32℃，湿度 50％RH であ

り，2 層目は気温 23℃，湿度 76%RH であった． 

1 層目の施工は，一般的な含浸剤の施工と同等に行うこと

ができ，仕上りも良好な外観であった．2 層目の施工も 1 層

目と同様に作業を終えることができた．図-4 に示すように，

複合含浸剤の材料の特性上，仕上りは濡れ肌となったが，む

らやたれなどの異常はなく，全体的に均一で良好な外観であ

った．また，翌日以降も塗布面については，膨れやはがれな

どが確認されず，複合被膜が巻き立てコンクリート表面に形

成されていることを確認した． 

 

4.まとめ 

橋梁工事の巻き立てコンクリートにシラン・ふっ素複合系

含浸剤を適用し，実構造物に対する施工性および仕上りの確

認を行った．その結果，1 層目，2 層目ともに施工性，仕上が

り外観が良好であることを確認した． 

今後，本施工箇所の経過観察を行うことにより，実橋梁に

おけるシラン・ふっ素複合系含浸剤の耐久性を明らかにした

いと考える． 
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表-1 巻き立てコンクリートの配合 

 

 

 

図-3 ローラーによる 1層目施工 

 

 

図-4 2 層目施工中のコンクリート 

W C S G SP
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図-2 橋梁概要図 
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